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ソーシャルネットワークの構築が進路意識に与える
影響 : 「高校生のキャリア意識調査」の分析
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…１％の有意水準、＊*5％の有意水準、＊１０％有意水準
表１１に示された分析結果にみれば、親友のわ
からない（変数選択前は、親友いない）が有意で
負の値である。つまり、進路について親友がいれ
ば、相談相手について悩むことは少ないといえ
る。また、変数選択前の推定では、頻繁にメール
する人数は正で有意な値であり、携帯登録人数は
有意であったが、推測と異なり負の値であった。
なお、ソーシャルネットワークの量に関する説明
変数は有意な結果を得られていない。友人が多い
だけでは、相談相手が見つかるとは限らないとい
える。
6．結語
本稿では、高校１，２年生のアンケート調査を
使って、高校生の生活実態と就業・進路意識の関
係を検討した。とくに高校生のソーシャルネット
ワークについて詳しく調査した。分析から明らか
になったことは以下の３点である。
（１）高校生のソーシャルネットワークは、同
じ学校や同年代友人を中心に形成されて
おり、成人と比べると狭い人間関係の中
にある。しかし、その個人差は大きく、
一人の高校生であっても浅く広い付き合
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ソーシャルネットワークの構築が進路意識に与える影響
いと深く狭い付き合いが同居している。
（２）１年生と２年生を比較した場合、ソーシャ
ルネットワークの量も質も大きな違いが
なかった。高校生は自分の所属集団内の
一つのグループ内の人間関係で充足して
いる可能性が高く、他集団との人間関係
は少ない。言い換えれば、他集団との交
流をもたらす「重要な他者」の存在の重
要性は増すのである。
（３）高校生の職業意識と進路意識を被説明変
数とした推定を行った結果、ソーシャル
ネットワークの量よりもその質、具体的
には密度と深さと異質性が正の影響を持
つことが検証された。「同質な他者」より
も「異質な他者」との深い交流が将来の
意識、特に就業意識を高めるという関係
が解釈できる｡
以上の分析結果は、高校生を対象としたキャリ
ア教育に貴重な示唆を与えてくれろ。キャリア教
育は、インターンシップ、職場見学、およびボラ
ンティア活動参加などの学校以外の社会経験を目
的とした実践が多いが、その経験とは単なるソー
シャルネットワークの量的な広がりではなく、｢重
要な他者」＝「異質な他者」との出会いになるよ
うな工夫が必要であろう。くわえて、すでに少数
の高校生は学校以外の場所で「重要な他者」との
ネットワークを持っている。学校側は、高校生の
学外活動を把握しつつ、ソーシャルネットワーク
の質的充実に対する適切な支援を行うべきであろ
う。
本稿の分析は一つの学校法人の事例に留まる。
附属高校の特殊性を明らかにするためにも、他の
高校との比較が必要である。進学率、地域、普通
科と職業科という高校違いを考慮すべきであろ
う。さらに、高校１，２年生の追跡調査を行え
ば､高校から大学へ移行した際の意識変化を追う
ことも可能であろう。今後の調査課題としたい。
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